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ジェームズ･アンソール(1860-1949)は､マグリット､デルヴ

オーとともにベルギー近代美術を代表する国民的芸術家の

一人で､ ｢仮面の画家｣として広く知られています｡

彼の代表的な作品には､さまざまな仮面､怪物､骸骨など

が登場し､人間の心の奥に潜む邪悪な感情が赤裸々に､時

に悪ふざけともとれるようなユーモアを交えて表されています｡

その衝撃的ともいえる表現は､第一次世界人戦を前後して

現れた表現主義やシュルレアリスムの画家たちに大きな影響

を与え､その先駆者として高く評価されています｡

本展は､日本で開かれるアンソールの大規模な回顧展とし

て､前回からじつに20年ぶりに開催されるものです｡アンソー

ルの初期から晩年までの油彩､素描､版画､140点あまりを､

大きく二三部に分けて紹介します｡

第- -部は､故郷の海辺の風景や身近な人々などをモチー

フに､光や物の質感を丹念に描いたリアリズムの時代です｡

異端の画家として知られるアンソールの意外な側面をご覧い

ただきます｡

第二部では､アンソールの芸術に影響を与.えたとされる葛

飾北斎による絵手本『北斎漫画』を模写した一連の素描や､

中国の陶磁器､日本の団扇が描かれた作品など､東洋の影

響がみられる作品を中心に紹介します｡

第三二部では､アンソールの芸術を最も特徴づける仮面や

骸骨､グロテスクな生き物が登場する作品を中心に紹介します｡

宗教的､社会的テーマを扱いながら人間の真実に迫るアンソ
し/J,,)かいさやく

ールならではの辛妹で話語にみちた批評精神が発揮されて

います｡

没後半世紀以上がすぎた今もなお異彩を放ち続けるアン

ソールの作品世界に触れるまたとない機会です｡ぜひお楽し

みに｡

記念講演会

● ｢アンソールはどのように評価されてきたか｣講師龍野有子氏(岡山大学助教授)

1 0月23日(日)午後1時30分より1階講堂にて/先着200名/入場無料

ワークショップ

● ｢スズキコージの仮面ワークショップIJ

講師スズキコージ氏(絵本作家イラストレーター)

1 1月3日(木･祝)午前10時～午後3時(うち1時間休憩)/3階講座室3･4にて

/対象小学生から大人まで/定員30名/材料費300円/お申込は9月1日

午前9時30分から美術館受付または電話で｡定員になり次第締切o

ギャラリ-トーク(観覧券が必要)

●当館学芸員によるギャラリートーク

1 0月22日(士)午後2時より2階展示室にて

●美術館ボランティアcIVl (シウィ)によるギャラリ-ト-ク

会期中の日曜日･祝日午前1 1時～/午後2時～ 1日2回2階展示室にて

*1 0月23日午後の回はなし

ア-卜で遊ぼう! (鑑賞プログラム)

●1 2月3日(土)/2006年2月4日(土)/3月4日(土)午前9時30分～1 1時

対象小学3-6年生　定員15名(矢着順)

3E]連続で受講してください｡お申込は美術館受付または電話でo

常設展のお知らせ

●第3期常設展8月20日(土)～10月30日(冒)

●第4期常設展1 1月3日(木･祝)～1月15日(日)

*特別展のチケットでご覧いただけます｡

催物のお知らせ

●ミュージアム･コンサート｢パノハ弦楽四重奏団｣

l l月6Ej (日)午後6時30分開演(9月1 5日より美術館l階受付にてチケット販売)

●昭和モダニズムの金=家たち高松市美術館コレクション展Ⅱ

2006年1月20日(金)～2月5日(日)

JR高松駅サンボート高松高松港 
ことでん 高松築港駅玉藻公園琴平緑 

中裁判所 央 

雷三越片原町駅 

丸ラフ 

紺屋宗一崇芽.; ンl 通通 

完芸高松市美術館リリ 中央R11北バイパス 公園瓦町駅 高松天満屋 

交通のご案内
JR四国-JR高松駅下垂､南へ徒歩1 5分

ことでん一瓦町駅･片原町駅､徒歩10分

バス路線- (ショッピンク･ L/インボー循環J (ス)紺屋町バス停下車､徒歩3分

駐車場一美術館地下に公営駐車場(有料､乗用車1 44台収容)
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